



















































































































































































































































	第12章　最適案の建設計画
	12.5 電気設備計画
	12.5.4 信号設備
	12.5.5 通信設備

	12.6 車両および車両基地計画
	12.6.1 車両計画
	12.6.2 車両基地計画

	12.7 管理・運営計画
	12.7.1 運営主体のあり方
	12.7.2 運営組織
	12.7.3 要員計画
	12.7.4 管理・運営費
	12.7.5 教育訓練

	12.8 建設費の算定
	12.9 実行計画
	12.9.1 準備作業
	12.9.2 設備の設計・施工

	12.10 検討を要する関連事項（バス路線再編成）

	第13章　経済分析
	13.1 基本的考え方
	13.2 経済分析の手法
	13.2.1 WITH/WITHOUT分析
	13.2.2 分析項目
	13.2.3 評価指標
	13.2.4 前提条件

	13.3 ケース設定
	13.4 費用の推計
	13.4.1 経済価格の推計方法
	13.4.2 投資費用の算出
	13.4.3 管理運営費の算出

	13.5 便益の算定
	13.5.1 時間節約便益
	13.5.2 費用節約便益
	13.5.3 その他の便益

	13.6 分析と評価
	13.6.1 EIRRの算定
	13.6.2 感度分析

	13.7 評価

	第14章　財務分析
	14.1 基本的考え方
	14.2 財務分析の手法
	14.2.1 分析項目
	14.2.2 前提条件
	14.2.3 評価指標

	14.3 ケース設定
	14.4 収入および費用の推計
	14.4.1 収入の算定
	14.4.2 投資費用の算出
	14.4.3 管理運営費等の算出

	14.5 資金調達計画および償還計画
	14.5.1 資金調達の前提条件
	14.5.2 ケース設定

	14.6 分析と評価
	14.6.1 評価指標
	14.6.2 評価
	14.6.3 結論


	第15章　結論
	15.1 大カサブランカの都市交通の現況と問題点
	15.2 MRT導入の必要性
	15.3 MRTを導入すべきルートについて
	15.4 最適案A-4　建設の必要性
	15.5 経済・財務評価
	15.6 提言

	裏表紙

